
 

全国保健所長会会員の皆さんへ 

“From Center into Station” 

                    全国保健所長会 会長 佐々木隆一郎 

 

第 70回全国保健所長会総会にあたって、一言ご挨拶申し上げます。 

私は、昨年の全国保健所長会総会にて、会員の皆様に、任期中に、次の二つを実行することをお約束い

たしました。 

1.基盤的保健所機能の標準化 

・地域における「顔の見える保健所長」による地域医療・保健体制の確保 

・地域の実情を「俯瞰」した地域健康課題の把握と解決策の提示 

・地域の人的資源を活かした、ソーシャルキャピタルの強化 

2.保健所間のネットワークによる機能強化 

・個々の保健所長が持つ専門性を全国で活用するネットワークの構築 

・全国の保健所長を支援するバックアップ機能の構築 

・都道府県内、ブロック保健所間での有機的連携 

の二つです。 

この二つの目標は、会員の皆様方の積極的な参加により、また、役員の先生方、事業班、研究班の先生

方の献身的な努力により、少しずつ実現されつつあると感じています。メーリングリストによる会員間の

情報交換は良い例だと思います。本当にありがとうございます。 

今年は、全国保健所長会会長であるからと外部から種々の役割を仰せつかりますが、非常に質と量が増

加しております。これは、全国保健所長会に対する周りからの期待が大きくなっている現れではないかと

考えています。このこと自体は嬉しいことですが、同時に、今後は本当に保健所が行うべき役割を精査し

て、対応に当たるべき時期がきていると感じています。 

次期の執行部では、こうした点を踏まえ、慎重かつ大胆に判断を行い、保健所の新しい方向性を見出し

ていただければと思います。 


